第10期　まちづくり大学　Bコース講義
③ごみ処理場の見学
平成26年10月17日（金）13時~16時30分
　　施設案内　
大阪狭山市市民部生活環境グループ　中尾主査、米田主査
　　　市民活動支援センター　 　　　　　　　　 伊勢田
出席者　18名（Ｍ 5　、　Ｆ 13　）　
欠席者　4名
②「ごみの減量対策の解説とグループワーク」の講義に引き続き、
資源リサイクルセンターと南河内環境事業組合第一清掃工場の見学を実施。
大阪狭山市では、市民一人ひとりがごみの減量化や、リサイクルなどに対する意識を高め、市と市民が協働して、環境にやさしいまちづくりを目指しています。
昨年、大阪狭山市一般廃棄物処理基本計画を策定して、「チャレンジ40」（平成40年度①ごみ排出量39%
削減②リサイクル率36%達成）という目標を設定。
1． 資源リサイクルセンター
講師　藤野興業（株）
資源リサイクルセンター　多田さん　
ごみ減量を達成するため、廃棄物の発生・排出抑制「リデュース」、使用済みの製品の再利用「ルユース」、
回収したものを原材料として使用する「リサイクル」の３Rを実行しており、そのリサイクルの一翼を担っているのが、この資源リサイクルセンターです。南河内6市町村から収集されたカン、ビン、ペットボトル、プラスチック類の資源ごみを、選別・分別・破砕・圧縮等の中間処理をして、リサイクル業者や要リ法指定法人に売却している。　　　[image: image13.png]



①カン・ビン
ビンは、分別し無色・茶色ビンはビン製造業者に売却、その他の色は以前廃棄物としていたものを、破砕プラントで砕いて粒状にし、鋭利な角はすべて磨かれて安心した製品にして、滑り止め舗装用骨材・道路舗装・グレーチング・サンドアート・砂絵・陶芸の材料等に使用している。
カンは、アルミ・スチールに分別したのち、圧縮して金属業者に売却している。
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　　　案内役　多田さん　　　　　　　　　　　　分別ビン　　　　　　　　　　　　アルミカン
②ペットボトル
　　　　人力でキャップ・ラベルを除去したのち、圧縮して容リ法指定法人である再生業者に売却。衣類、作業着,

カーペット等の繊維に再生。また、事務用品、パレット、側溝、ペレットとして製鉄の燃料等に再生している。
③その他プラスチック類
　　　　異物除去後に、圧縮して再生プラスチックとして再利用されている。
　　　大阪狭山市では、一部地区のみ分別回収を実施、昨年度実施した組成調査の結果、プラ類のごみに占め
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る割合が大変多く、今後全戸分別回収に移行することを検討中。
リサイクルは、収集、選別等に市から多額の費用
　　　を支払している。そのため、今後はリサイクルではなく、
むしろ大量発生の抑制に取り組み必要があります。
その他プラスチック
　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　2．第一清掃工場
　　　　　講師　　南河内環境事業組合　
総務企画課　泉さん
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　　　　　　　　　　　　　清掃第一工場　　　　　　　　　　泉さん　　　　　　　　　　　　　　焼却炉中央操作盤
南河内７市町村で、燃えるごみ、粗大ごみを焼却する目的で、「南河内環境事業組合」がS42年に設立され、S45年に第一工場（老朽化してS60年に建て替え）、H12年に第二工場が建設された。
（H22年に旧美原町脱退）
第一工場は、河内長野以外のごみを受けいれており、週2回の燃えるごみ、月2回の粗大ごみを焼却処理
している。
焼却能力は150トン/24時間×２炉、破砕機は５０トン/５時間×１基
H25年度処理実績62,000ﾄﾝ/年、ごみ1トン当たりの費用17,000円

第1工場人員構成　総数107名　その内、運転他を業務委託し61名が対応している。
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発電機室　　　　　　　　　　　　　　　　トラックスケール室　　　　　　　　　小学生感想文
工場の特長
①環境保全
· 排出ガス対策　→電気集塵装置、有毒ガス除去装置
· 排水対策　　　　→処理後、場内で再利用
· 防臭・防音対策→ダイオキシン対策で900°の高温焼却、完全焼却による防臭対策、
騒音対策
②焼却炉の余熱利用で場内の給湯・暖房・発電（980KW,　場内使用電力の70%を供給）
③有毒ガスから工業塩を生産
ごみ処理工程で困った問題点
①ガス抜きしていないガスボンベ、スプレー缶は作業上爆発の危険があり、設備故障の原因になる。
②ごみに混入した金属類は、焼却炉内で固化、設備のトラブルのもとになる。
[image: image11.png]


[image: image12.png]



クレーン操作室　　　　　　　　　　　　　　　　余熱利用発電機室　　　　　　　　　
焼却コストとごみ減量による経費削減
持ち込まれたごみは、入り口で重量を計算され、各市町村単位の年間総重量比で各市町村の年間負担額が決まります。大阪狭山市のＨ24年度負担金は､434,713千円（7,523円/人）
ごみの排出量で負担金は増減する。市民一人ひとりがごみ減量に取り組まねばならない。
以上
